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子どものアレルギーへの対応を
当科で適切にサポートします

提供する活動内容

患者さんや地域医療機関へのメッセージ

アレルギー疾患は日々の生活に大きな影響を与えます。近年アレルギー治療は大きな進歩を遂げており、今までなかなか
治らなかった患者さんでも改善が見込める可能性が高まっています。少しでもお力になれればと思いますので、ご相談ください。

小児
アレルギー科

西濱 扶生子高原 賢守

小児アレルギー科は近年増加する子どものアレルギー疾患を診断・治療する科です。当科では、学会ガイドラインに基づいた
適切な対応により、よいコントロールを目指します。特に、近年はアレルギー疾患の「体質改善」をキーワードに経口免疫療法や

生物学的製剤を積極的に導入することで治療効果が向上して来ています。

血液検査や食物負荷試験を行い、必要最小限の食物除去を基本
に安全な食生活が送れるよう完全解除を目指して診断・指導を
行います。また、近年増加傾向にある
診断困難な特殊な食物アレルギー疾
患群の診断も行っております。必要な
症例には積極的にエピペンの処方や
指導を行います。

●食物アレルギー
内服・吸入を中心とした「発作ゼロ」を目指す治療
を遂行しております。近年では、それに加えて難治
例の重症気管支喘息患者に
対して複数の生物学的製剤
を使い分けることでより良
い治療効果が得られるよう
になってきています。

●気管支喘息

内服・外用治療を併用しながら乳児期早期から皮疹の治療・コン
トロールを行い、湿疹を成人期に持ち
越さないようにすることを目標としま
す。難治例には生物学的製剤も併用す
ることで皮膚症状の改善が見られるよ
うになってきています。

●アトピー性皮膚炎
内服・点鼻治療を行い症状の軽減に努めています。
最近では経口免疫療法や生
物学的製剤を導入すること
で症状の緩和や体質改善効
果も得られるようになって
います。

●花粉症・アレルギー性鼻炎

構成メンバー

■小児科医2名（常勤1名・非常勤1名）

た か はら た だ もり にし は ま ふ  き  こ



がん看護
外来

がん患者さんとそのご家族を対象に、がんの治療や療養生
活についての不安や心配事に対してがん専門の看護師が
対応する外来です。

がんと共に生きるあなたと
その家族をサポートします

提供する活動内容

患者さんや地域医療機関へのメッセージ

患者さん一人一人の生活や生き方を大切にし、治療や日常生活を送ることができるように支援していきます。
がん看護外来を希望される方は、主治医または看護師に受診希望をお伝えください。

■中越 　英子（がん化学療法看護認定看護師）
　吉住 智奈美（緩和ケア認定看護師）
　礒元 　淳子（がん看護専門看護師）

構成メンバー

がんと診断された時からの病気や治療に伴う症状や気持
ちのつらさ、患者さんや家族の療養上の心配事や不安、困
りごとなどがん専門の看護師が一緒に考えます。そして、医
師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー（MSW）、管理栄養士
などと連携を図りながら、解決できるよう支援しています。

●痛みやだるさ、息苦しさなどの体のつらさ、不安や
　気持ちのつらさ
●どの治療を選択してよいかわからない、治療について
　知りたい
●治療の副作用に関すること
　（抗がん剤治療、放射線治療など）
●治療中、治療後の過ごし方など療養生活に関すること
●悪い知らせ（がんの診断、再発・転移、治療の中止など）
　を伝えられ、どうしたらよいかわからない、不安な
　気持ちを聞いてほしい
●家族としてどう対応したらよいかわからないなど、　
　ご家族の心配事や悩みに関すること

カンファレンス風景

対応する内容

■連絡手帳
■パンフレット
■私のノート

左から：礒元淳子、吉住智奈美、中越英子
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《構成メンバー》 

認知症疾患医療センター メンバー

■　センターの業務内容

当院は平成30年10月に兵庫県より
認知症疾患医療センターの
指定を受け、認知症のある方や
そのご家族の安心、安全な
暮らしをサポートしています。

■　もの忘れ外来受診をご希望の皆様

■　最近、こんな症状ありませんか？

もの忘れ外来は原則、かかりつけ医から
の紹介受診となりますので、
まずは、かかりつけ医へご相談ください。
かかりつけ医がご不在の場合は、
センターまでご相談ください。

□ 財布や鍵など大切なものをよくなくす
□ 通いなれた道で迷う
□ 5分前に聞いた話が思い出せない
□ ガスを消し忘れたり、トイレの水を
　 よく流し忘れる

□ 怒りやすくなった、元気がないなど
　 性格が変わったように感じる　　　　など

“認知症かな？”と思ったら、まずはセンターへご相談ください。

※受付（平日9時～12時、13時～16時）直接ご来院頂く際は、1階8番窓口の認知症疾患医療センターへお声がけください。
　センター相談員がご対応いたします。相談は無料です。

●もの忘れに関する相談　●もの忘れ外来での鑑別診断と初期対応、行動・心理症状への対応
●かかりつけ医や地域包括支援センターなどとの連携　●認知症に関する研修会の開催　  など

TEL：06-6480-7734（直通）

医師、看護師、精神保健福祉士、公認心理師



ぶらり～っと 病 院 探 訪

中央検査室中央検査室
今 回は、中央検査室を訪ねてみました。中央検査室にはたくさ

んの機械があり、工場のようでした。ここには外来･病棟の

患者さんから採取された全ての検体が集められ、尿検査･血液検

査・輸血検査・微生物検査など様々な検査が行われています。採血

室のすぐ隣にあるため、外来患者さんの検体を迅速に検査するこ

とが可能です。また、救急医療に対応するため24時間365日体制

で検査が実施されています。さらに、現在は必要に応じて新型コロ

ナウイルスのPCR検査も実施されています。

　当院は、地域の皆様とともに、より地域に開かれた病院づくりを進めていくため、寄附を
受け入れておりますので、皆様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ご寄附の趣旨に沿って、当院の運営のための機器購入や臨床研究、
スタッフ育成など、幅広く活用させていただきます。

ご寄附のお願いご寄附のお願い

兵庫県立尼崎総合医療センター  総務部総務課
〒660-8550 尼崎市東難波町2-17-77
TEL.06-6480-7000（代表）

●寄附のお申し込み・
　お問合せ先

●寄附の使途
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　このたび、県の受動喫煙の防止等に関する条例が改正され、令和元年7月1日より一部施行されました。当院に
おいては、これまでより敷地内禁煙の遵守に取組んできましたが、禁煙の範囲を、敷地内に限らず、敷地の周囲
にも拡大しております。また、紙巻式タバコ、加熱式タバコに加え、電子タバコについても禁煙の対象としており、
ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

お知らせ掲示板

ご面会される方へ

病院敷地内及び敷地の周囲

での禁煙の徹底について

病院敷地内及び敷地の周囲

での禁煙の徹底について

マスク着用のご協力をお願いしますマスク着用のご協力をお願いします
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外来患者さんをはじめご来院の方には、マスクの着用
をお願いしているところです。入院中の患者さんにつきましても病室外に出る際には、医学管理上
マスク着用が困難と判断した場合を除き、マスクの着用をお願いすることとしました。このため、
入院時にはご自宅でのマスクの準備をしていただきますようご理解とご協力をお願いします。

編 集 後 記 　猛暑が過ぎ去り急に秋めいてきたなと思ったら、ここ数日は最
低気温が10度台前半になっていました。どうりで寒いわけです。

このような時期は、まだ衣替えが出来ていなくて、町行く人もそこまで厚着をしていないので、
ついつい油断して寒さを我慢しがちになりますね。皆さんも寒さ対策をしっかりして体調管理
に気を付けてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （N.O.）

　当院では面会をお断りしております。ただし、病院から来院をお願いする場合や着替え
などの荷物の受け渡しをする場合は除きます。なお、上記の場合であっても

●病室に入るのは、1日1名10分以内。
●病棟に入られる際は、手指消毒とマスクの着用をお願いします。
●発熱・咳・鼻水などの症状がある場合は来院を堅くお断りします。 

ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

面会禁止の

お願い

面会禁止の

お願い


